
を選択します。
また、経済的な処理を行うとともに、透明性の高い

契約手順を確保します。

④ 処理期間
処理の遅れが被災地の復旧・復興の妨げとならない

ように可能な限り短期間での処理を目指し、発生量等
に応じて適切な期間を設定します。

⑤ 処理の透明性・経済性
緊急性や処理の困難性を考慮し、合理的な処理方法

選別し、性状に応じた中間処理、再生利用等により減
量化し、最終処分量を低減します。

③ 処理施設
最大限、君津地域広域廃棄物処理施設及び本市内の

施設を利用して処理を行うことを優先します。処理期間
内に処理できない場合は、仮設処理施設や広域処理を
活用します。　

災害廃棄物を復旧・復興時における有用な資材とと される、市長を本部長とした君津市災害対策本部の下部組織とし 市内の処理施設を利用することを優先しますが、被害が甚大な場合や既存
らえ、可能な限り資源化します。

て、清掃班を編成します。 施設での処理が困難な場合は、県を通じて広域的な調整を行い、他自治体へ

② 減量化 災害廃棄物等の処理は、清掃班が中心となって行い、被災の規
非常災害時であっても、できる限り効率的に分別・

模に応じて他班へ応援を要請します。

処理を委託するなど広域連携を図ります。

　廃棄物の処理実績を参考とします。

第２章　災害廃棄物等の処理

２－１　基本方針 ２－２　組織体制・指揮命令系統 ２－３　協力・支援体制

① 資源化 大規模災害が発生した場合、君津市地域防災計画に基づき設置 本市で発生する災害廃棄物の処理は、君津地域広域廃棄物処理施設及び

１，３００棟
　　避難所生活や家庭での生活に伴い発生する廃棄物

滑かつ迅速に処理するために策定します。 があった際には適宜見直しを行いま 避難者(最大) ４２，５０４人 ４，２００人

・生活ごみ　・避難所ごみ　・仮設トイレのし尿
す。 ※風水害については、令和元年房総半島台風等による

いても廃棄物の適正処理を確保するととも な考え方を示します。 ﾓｰﾒﾝﾄﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ ７．９ ７．３
(2) 生活に伴い発生する廃棄物

に、復旧・復興の妨げとなる災害廃棄物を円 また、法整備や他計画等の見直し 全壊棟数 ３，５００棟

君津市災害廃棄物処理計画の概要

第１章　総則

１－１　計画策定の趣旨 １－２　計画の位置付け １－３　対象とする災害廃棄物等 １－４　被害想定

関して様々な課題が取り上げられ、災害への 県災害廃棄物処理計画」、「君津市 　生する廃棄物 及び千葉県が想定し、３０年以内の発生確率が約

近年、大規模災害時に発生する災害廃棄物 本計画は、環境省が定める「災害 (1) 災害廃棄物 本計画では、本市が想定した地震災害のうち、本市

の処理について、その初動対応や処理体制に 廃棄物対策指針」を踏まえ、「千葉 地震災害、風水害その他自然災害によって大量に発 の被害が最大となる「君津市直下(相模トラフ)地震」

事前の備えとして、地域特性等を考慮した、 地域防災計画」、「君津市国土強靱 ７０％とされている「千葉県北西部直下地震」につ
・可燃物　・木くず　・不燃物　・コンクリートがら

災害廃棄物処理への対応能力の向上が求めら 化地域計画」及び「君津市一般廃棄 いて廃棄物発生量等を推計します。
・金属　・廃家電（４品目）　・有害廃棄物、危険物

れています。 物処理基本計画」等との整合性を図
・畳、布団　・廃自動車等　・思い出の品　外

被害想定
君津市直下

(相模ﾄﾗﾌ)地震
千葉県北西部直下

過去の事例等を踏まえ、大規模災害時にお り、災害廃棄物の処理に関する基本的

廃棄物、解体、
建設等　関係事業者

廃棄物、解体、し尿等
関係事業者

支援市町村

○廃棄物関係団体との
　協力体制

○県内の市町村における
　相互協力体制

国（環境省、関東地方環境事務所）

○都道府県間の
　相互協力体制

D,Waste-Net

※発災後

都道府県（支援側）

支援市町村
廃棄物、解体、

建設等　関係団体

千葉県（被災側）

廃棄物、解体、し尿等
関係事業者団体

君津市

連絡調整

支援

(協定等による)

報告

広域支援の要請

情報収集

直接支援

広域支援調整

支援調整
要請・支援

（協定等による）
連絡調整 連絡調整

連絡調整支援調整

(災害支援協定を

締結している場合)

情報収集

広域支援調整

指導助言

報告

広域支援の要請

連絡調整

広域支援調整

情報収集

指導・助言

君津市災害対策本部
本部長　市長

副本部長　副市長

　副本部長　危機管理監
本部付　教育長

本部員　各部部長

各班

清掃班
環境衛生課、環境保全課

クリーン推進課、衛生センター

○災害廃棄物等処理

○し尿処理　など

千葉県

国

調整

※本計画以外の業務

○ペット等動物対策　など

Ｄ．Ｗａｓｔｅ-net

（災害廃棄物処理支援ネットワーク)

他自治体
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(2) 一次仮置場の必要面積

種別 仮置量 面積

合計 532,270ｔ 195,245㎡

一
次

仮
置
場

○処理（リユース・リサイクルを含む）前に、仮置場等にある

　災害廃棄物を一定期間、分別・保管しておく場所。

二
次

仮
置
場

○災害廃棄物等の一時的な保管および中間処理（高度な破砕・

　選別・焼却）を行う場所。

仮置きが必要となる廃棄物量及び一次仮置場の必要面積は次の

　とおりです。

   ５４．７２ｔとなりました。

が見込まれていることから、他自治体及び民間施設への協力

また、廃棄物の性状は、柱等の木くずが３割程度、基礎等のコン

　要請や仮設処理施設設置等を検討します。

  クリートが５割程度となりました。

(2) 公費解体により発生した廃棄物

家屋の公費解体（４２棟実施）により発生した廃棄物については、

(2) 処理能力の評価

処理量が２，２９８ｔとなり、１棟あたりの廃棄物発生量は、

可燃物及び不燃物の既存施設での処理については、不足

また、コンクリートがら、金属及び柱角材については、破

砕施設等を有していないことから、仮設処理施設での破砕や

　民間施設での再資源化を検討します。

なお、廃家電及び廃自動車については、平常と同様のリサ

　イクルルートを活用し、再資源化を図ります。

合計 890,854ｔ ▲853,803ｔ

1,143ｔ ▲1,143ｔ

廃自動車 3,737ｔ ▲3,737ｔ

27,383ｔ ▲27,383ｔ

柱角材 24,085ｔ ▲24,085ｔ

廃家電

29,205ｔ ▲241,464ｔ

コンクリートがら 499,528ｔ ▲499,528ｔ

金属

可燃物 64,309ｔ 7,846ｔ ▲56,463ｔ

不燃物 270,669ｔ

(1) 災害廃棄物発生量・処理可能量

種別 発生量 処理可能量 過不足量
  入量が全体の７割程度となりました。

２－６　災害廃棄物発生量・処理可能量（最大値）

また 廃棄物の性状は、強風により屋根が破損したことによる雨漏

りで使用できなくなった、布団、木製家具等の可燃物や柱角材の搬

　片付けごみについては、処理量が２，７４１ｔとなりました。

り災証明書を交付した棟数は、４，９２８棟となり、１棟あたりの

  廃棄物発生量は、０．５６ｔとなりました。

(1) 片付けごみ

発災直後から市民やボランティアが直接、仮置場へ搬入を行った災害時に発生する片付けごみ及び公費解体により発生す

る廃棄物の見込み量及び標準的な処理期間である２年半の

市リサイクルプラザ）において処理が可能な廃棄物の見込

間で既存処理施設（君津地域広域廃棄物処理施設及び君津

　み量は次のとおりです。

　　なお、仮置場候補地は、原則として公有地とします。

２－７　仮置場（最大値）

(1) 仮置場の種類

仮置場での初期の分別が廃棄物の減量化、再資源化につな

　がることから、発災後、速やかに公表することとします。

呼称 定義

２－８　令和元年房総半島台風等の被害

物処理業務について検討し、速やかに災害廃棄物処理実行計画を策定できるように資料 境保全の観点から、早急に処理を開始します。

被
害
状
況
の
把
握

災
害
廃
棄
物
発
生
量

処
理
能
力
の
確
認

広
域
処
理
等
の
検
討

実
行
計
画
の
策
定

を準備します。 避難者数が最大になると見込まれる時期は、発災後１日後になり

災害廃棄物処理実行計画は、計画策定の趣旨、被害状況及び災害廃棄物発生量、処理

23.3ｔ/日 676基 91,207Ｌ/日

ます。

の基本方針や処理方法等で構成し、被害状況の変化に応じて適宜、見直します。
時期 生活ごみ 避難所ごみ 仮設トイレ し尿収集

発災１日後 25.4ｔ/日

２－４　災害廃棄物処理実行計画の策定 ２－５　生活に伴い発生する廃棄物等（最大値）

災害時に適切かつ円滑・迅速に処理を行うために、被害想定などを基に、災害時の廃棄 発災直後～２週間程度 ～１か月後 し尿、生活ごみや避難所ごみの処理は、公衆衛生及び生活環

売却

指定法人ルート

【

メ

タ

ル

・

ス

ラ

グ
】

破砕・選別

再資源化

埋立

112ｔ

家電

2ｔ

【残渣】

【金属】

252ｔ

石綿含有廃棄物

50ｔ

生木（倒木）

311ｔ

鉄くず

113ｔ

柱角材

814ｔ

コンクリート

66ｔ

瓦

【

飛

灰
】

被

災

現

場

１次仮置場

搬入
場内で分別降ろし

可燃物

破砕・溶融処理

不燃物

1,021ｔ

木くず
（家具類）

コンクリート
がら

木くず

瓦

石膏ボード・
スレート板

道路

金属くず

消火
設備 出入口

受付

布団類

畳

家電類

ガラス陶磁器
くず


